
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

互いの人権を尊重し、ともに生きるまち・あまがさきをめざして 

第２回事業 
 

※手話通訳あり 

阪神・淡路大震災から 30 年 
伝える・最後の一人まで と 心のケア 

「心の壁を超えた地域社会」 
～共生の経験を未来に～ 

被災者同士が助け合った当時の姿を振り返ります。 

JR 新長田駅 北地区 

写真提供：神戸市 

■日 時：2025（令和 7）年１２月１８日（木） 

午後１時３０分から３時まで 

■場 所：地域総合センター上ノ島 集会室 

■講 師：           三上 喜美男さ ん  

■対 象：テーマに関心のある方 

■参加費：無 料  先着４０人（要申込み） 

■申込み：１２月５日(金)から（定員になり次第、締切ります） 

■主 催：（公社）尼崎人権啓発協会 

尼崎市立地域総合センター上ノ島 
【講師紹介】 

1981 年、神戸新聞社入社。社会部、阪神総局、姫路支社などで事件・事故、裁判、行政、医療、人権問題

などを担当し、震災では「心のケア」や災害復興などを取材。アウシュビッツ強制収容所跡など海外取材

も経験。文化生活部長を経て論説副委員長、 論説委員長、論説顧問を歴任した。 

現在 名古屋市立大学 22 世紀研究所 特任教授、大阪芸術大学短期大学部 メディア・芸術学科 非常勤講

師。共著に「大震災・市民篇」（長征社）など。 

（公社）尼崎人権啓発協会 

 マスコットキャラクターあまっぴー 

尼崎市立地域総合センター上ノ島 
〒661-0012 尼崎市南塚口町８丁目７−２５  

電話 ：06-6429-7640 FAX：06-6429-7644  

講師：三上 喜美男（みかみ きみお)さん 

 申込み 
問合せ 

元神戸新聞社論説委員長 

名古屋市立大学特任教授 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名 前  ふりがな  

住 所 〒 

連絡先 
電話・携帯  

FAX  

※上記内容に記入の上、FAX または、E メールにて送信してください。 

※E メール申込みの際は、件名に「じんけんスタディツアー参加登録について」を記入してください。 

 尼崎市では、市民一人ひとりの人権と個性を尊重し、多様性を互いに認め合う「ともに生

きる社会」の実現に向け、さまざまな事業を展開しています。 じんけんスタディツアー

に参加して、楽しみながら、学び、気づき、行動してみませんか？ 

≪スタディツアー参加登録者の募集≫ 
各回どなたでも参加できますが、ツアー参加登録をされた方には、次回郵送によるご案内やスタンプカー

ドをお渡しし、最後までいくと景品をお渡しします！どしどし登録してください    

申込・問合せ： (公社)尼崎人権啓発協会 (06-6489-6815/FAX 6489-6818) Mail：hcg22505@bcc.bai.ne.jp  

スタンプをあつめよう！ 

講師：元神戸新聞社 写真記者 

  金居 光由さん 

会場：地域総合センター神崎 

９/１８（木）1３：３0 ～15：０0 

出発式 ・ 第 1 回 

震災と人権～一瞬にして奪われた日

常 

講師：元神戸新聞論説委員長 
    三上 喜美男さん 

会場：地域総合センター上ノ島 

講師：ＮＰＯ法人すまいるはーと 
   理事長・防災士 田井尚美さん 
 

会場：中央地域振興センター 

災害への備えは備品や食料だけではなく、住んで

いる地域とのつながりをつくっておくことが大切

です 

講師： 

会場：女性センタートレピエ 

調整中 

 

互いの人権を尊重し、ともに生きるまち・あまがさきをめざして 

１/２８（水）1４：０0 ～1５：３0 

第 3 回 
１２/１８（木）1３：30 ～1５：00 

第 2 回 

未定 

第４回 帰着式 

心の壁を越えた地域社会 

～共生の経験を未来に～ 

mailto:hcg22505@bcc.bai.ne.jp

